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室
町
時
代
の
「
足
利
政
権
」
の
特
質
を
見
る
と
き
、
応
仁
の
乱
に
至
る
原
因
の
究
明
は
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
究
明
す
る
時
、「
足
利
政
権
」
崩
壊
の
必
然
性
と
次
代
の
戦
国
時
代
到
来
が
自
ら
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
る
。 

 

応
仁
の
乱
は
応
仁
元
年
５
月
２
６
日
（
１
４
６
７
）
よ
り
文
明
９
年
１
１
月
１
１
日
（
１
４
７
７
）
の

１
０
年
間
に
及
ぶ
戦
い
で
あ
る
。 

 

本
論
文
に
お
け
る
応
仁
の
乱
の
原
因
の
究
明
は
大
き
く
分
け
て
、「
足
利
政
権
」
成
立
時
に
お
け
る
室
町

幕
府
の
特
質
と
そ
の
後
の
政
治
運
営
を
根
本
原
因
と
し
、
六
代
義
教
将
軍
が
守
護
の
赤
松
満
祐
に
弑
逆
さ

れ
た
（
嘉
吉
元
年
６
月
２
４
日
、
１
４
４
１
）
以
降
、
応
仁
の
乱
関
係
の
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
義
政
将

軍
の
時
代
に
直
接
の
原
因
を
見
出
す
論
法
を
と
る
こ
と
と
す
る
。 

 

先
行
研
究
で
は
根
本
原
因
に
は
重
点
を
あ
ま
り
置
い
て
こ
な
か
っ
た
が
、
室
町
幕
府
・
「
足
利
政
権
」
そ

の
も
の
の
特
質
が
応
仁
の
乱
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
を
も
論
述
し
た
い
。 

  

根
本
原
因
に
つ
い
て
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

足
利
尊
氏
は
後
醍
醐
天
皇
に
逆
ら
っ
て
室
町
幕
府
を
成
立
（
北
朝
建
武
３
年
・
１
３
３
６
建
武
式
目
制

定
）
さ
せ
た
が
、
鎌
倉
幕
府
の
「
源 

頼
朝
政
権
」
や
「
北
条
政
権
」
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
そ
れ
ま

で
の
守
護
・
地
頭
制
度
を
改
替
し
、
守
護
の
権
限
を
拡
大
し
更
に
複
数
の
国
の
守
護
を
兼
帯
す
る
大
型
の

守
護
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
全
国
統
治
は
足
利
将
軍
家
と
守
護
に
よ
る
運
営
と
し
た
こ
と

で
あ
る
。
又
足
利
将
軍
家
の
直
轄
領
（
軍
）
が
鎌
倉
幕
府
の
頼
朝
や
北
条
家
に
比
べ
て
小
さ
い
が
、
尊
氏

は
守
護
達
が
足
利
家
か
ら
離
れ
ず
、「
足
利
家
政
権
」
が
持
続
さ
れ
る
自
信
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
足
利
家
が
鎌
倉
幕
府
時
代
よ
り
こ
の
時
代
ま
で
、
他
の
守
護
に
比
べ
圧
倒
的
に
高
い
地
位
と
名

声
に
よ
る
も
の
で
、
武
士
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
要
と
な
り
、
南
朝
に
対
抗
で
き
る
存
在
は
結
局
は
足
利
家

し
か
な
い
と
の
認
識
で
あ
る
。 

尊
氏
が
北
朝
を
擁
立
し
て
取
り
込
み
、
三
代
将
軍
義
満
は
、
足
利
宗
家
（
将
軍
家
）
を
他
の
守
護
と
比

較
に
な
ら
な
い
高
い
地
位
、
即
ち
天
皇
に
次
ぐ
又
は
准
摂
関
家
の
地
位
を
確
立
し
た
。
守
護
が
簡
単
に
「
足

利
政
権
」
に
と
っ
て
代
わ
れ
な
い
「
政
権
」
の
磐
石
性
の
仕
組
み
づ
く
り
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

足
利
宗
家
（
将
軍
）
は
、
天
皇
・
朝
廷
に
と
っ
て
は
自
分
の
利
益
で
あ
る
荘
園
を
守
っ
て
く
れ
る
存
在
で

あ
り
、
一
方
守
護
（
武
士
）
に
と
っ
て
は
自
分
の
領
地
の
確
保
と
拡
大
（
荘
園
を
奪
う
）
に
尽
力
し
て
く

れ
る
存
在
と
の
思
い
が
あ
る
．
足
利
宗
家
（
将
軍
）
は
こ
の
双
方
の
利
益
の
矛
盾
の
調
整
役
と
し
て
必
要

な
存
在
、
即
ち
「
政
権
」
で
あ
っ
た
。 

室
町
幕
府
に
お
い
て
の
足
利
政
権
が
応
仁
の
乱
後
戦
国
時
代
に
入
り
、
近
畿
圏
「
政
権
」、
つ
い
で
形
だ
け

の
「
政
権
」
に
な
っ
て
行
っ
て
も
十
五
代
義
昭
ま
で
続
い
た
こ
と
で
、
尊
氏
の
思
惑
と
は
大
き
く
は
ず
れ

な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。（
１
３
３
８
年
に
尊
氏
征
夷
大
将
軍
、
１
５
７
３
年
に
織
田

信
長
、
義
昭
を
追
放
―
室
町
幕
府
滅
亡
） 
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し
か
し
な
が
ら
こ
の
大
型
の
守
護
は
「
政
権
」
そ
の
も
の
を
狙
わ
な
い
が
、
足
利
将
軍
家
及
び
守
護
（
管

領
）
相
互
間
と
の
間
で
幕
府
内
で
の
「
実
権
争
奪
」
を
行
い
、
政
争
は
常
に
間
欠
に
な
さ
れ
、
八
代
義
政

将
軍
時
代
に
は
不
安
定
な
政
局
が
二
十
数
年
に
及
び
、
つ
い
に
応
仁
の
乱
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
。 

守
護(

管
領)
は
「
政
権
」
そ
の
も
の
を
奪
取
が
出
来
な
く
と
も
、
幕
府
内
で
「
実
権
」
を
掌
握
し
、
将
軍

の
専
制
を
廃
除
し
た
い
。
一
方
、
足
利
将
軍
は
「
実
権
」
あ
る
「
政
権
」、
更
に
専
制
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
。 

 

次
に
足
利
宗
家
の
政
権
そ
の
も
の
を
狙
う
勢
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
兄
弟
、
鎌
倉
公
方
と
南
朝
（
後
南
朝
）

で
あ
る
。 

兄
弟
間
の
争
い
は
、
尊
氏
将
軍
と
弟
の
直
義
と
の
間
、
四
代
義
持
将
軍
と
弟
義
嗣
と
の
間
、
六
代
義
教

将
軍
と
弟
大
覚
寺
義
昭
と
の
間
そ
し
て
八
代
義
政
将
軍
と
弟
義
視
と
の
間
に
起
き
て
い
る
事
件
が
知
ら
れ

て
い
る
。 

弟
が
兄
の
政
権
を
奪
お
う
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
又
そ
の
恐
れ
に
対
す
る
兄
の
制
圧
で
あ
る
。
こ
の
兄
弟

間
の
争
い
は
惣
領
の
兄
が
制
圧
し
て
し
ま
う
が
、
応
仁
の
乱
の
当
事
者
の
一
人
で
あ
る
義
政
将
軍
と
弟
義

視
と
の
間
に
つ
い
て
は
例
外
で
、
義
政
将
軍
の
制
圧
と
な
ら
ず
、
応
仁
の
乱
へ
主
要
因
で
は
な
い
が
誘
引

の
一
つ
と
な
る
。 

鎌
倉
公
方
に
つ
い
て
は
、
尊
氏
は
息
子
の
内
義
詮
を
惣
領
二
代
目
将
軍
と
し
て
、
そ
の
弟
の
基
氏
を
鎌

倉
公
方
と
し
て
出
身
基
盤
の
関
東
の
安
定
強
化
を
目
指
し
た
が
、
代
を
経
る
に
つ
れ
、
鎌
倉
公
方
は
惣
領

家
・
将
軍
家
継
承
の
望
み
が
捨
て
が
た
く
、
京
都
の
宗
家
（
将
軍
家
）
へ
の
対
抗
心
が
強
く
出
て
く
る
よ

う
に
な
る
。 

三
代
義
満
、
四
代
義
持
、
六
代
義
教
将
軍
は
鎌
倉
公
方
の
反
抗
を
制
圧
す
る
が
、
八
代
義
政
将
軍
時
代
（
幼

少
期
）
京
都
の
幕
閣
は
、
義
教
将
軍
が
誅
罰
し
た
鎌
倉
公
方
持
氏
の
子
の
成
氏
を
鎌
倉
公
方
に
就
任
さ
せ

る
。
成
氏
は
鎌
倉
公
方
に
就
任
後
直
ぐ
に
関
東
管
領
の
上
杉
氏
と
対
立
し
た
。（
上
杉
氏
は
義
教
将
軍
に
味

方
し
て
持
氏
討
伐
側
で
あ
っ
た
） 

義
政
は
そ
の
後
弟
の
政
知
を
派
遣
す
る
が
時
既
に
遅
く
、
鎌
倉
府
は
混
乱
状
態
と
な
り
、
関
東
は
幕
府
の

指
令
が
届
か
な
い
内
乱
状
態
に
な
る
。 

京
都
に
お
い
て
の
応
仁
の
乱
に
関
し
て
、
関
東
勢
力
は
義
政
将
軍
、
細
川
勝
元
、
山
名
持
豊
（
宗
全
）

ど
ち
ら
に
も
直
接
的
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
府
が
本
来
の
機
能
を
有
し
て
い
た
ら
、
応

仁
の
乱
が
勃
発
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
又
勃
発
し
て
い
て
も
勝
負
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
推
定
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

南
朝
に
つ
い
て
は
、
義
満
将
軍
が
南
北
朝
合
一
に
成
功
し
、
そ
し
て
南
朝
の
消
滅
か
と
思
わ
れ
た
が
、

南
朝
旧
勢
力
（
後
南
朝
）
が
吉
野
奥
か
ら
時
宜
を
得
て
幕
府
に
対
し
、
抵
抗
勢
力
と
し
て
反
旗
す
る
。
後

南
朝
は
応
仁
の
乱
中
、
西
軍
の
山
名
持
豊
（
宗
全
）
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
よ
う
と
す
る
が
、
持
豊
死
後
は

見
放
さ
れ
、
以
降
後
南
朝
は
正
史
よ
り
姿
を
消
す
事
に
な
る
。
後
南
朝
問
題
（
事
件
）
は
、
も
と
も
と
皇

位
継
承
に
関
わ
る
後
南
朝
の
反
抗
で
あ
る
。
幕
府
内
の
政
局
、
政
争
に
も
関
わ
っ
て
起
き
た
事
件
で
あ
る

が
、
幕
府
を
倒
せ
る
よ
う
な
規
模
の
事
件
で
は
な
い
。
応
仁
の
乱
勃
発
の
原
因
の
一
つ
と
は
見
な
せ
な
い
。 

 

そ
し
て
次
に
応
仁
の
乱
勃
発
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
。 

先
行
研
究
は
、
個
人
の
責
任
説
と
し
て
、
義
政
（
将
軍
）、
日
野
富
子
（
義
政
の
正
妻
）、
細
川
勝
元
（
管
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領
）、
山
名
持
豊
（
有
力
守
護
）
等
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
個
人
責
任
以
外
の
原
因
と
し
て
は
、
畠
山
、
斯
波

両
家
の
家
督
争
い
、
幕
府
元
老
の
凋
落
、
細
川
と
山
名
の
対
決
等
々
が
あ
る
。
先
行
研
究
の
各
氏
の
原
因

説
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
て
、
多
く
の
説
が
現
在
も
尚
そ
の
ま
ま
生
き
残
り
、
応
仁
の
乱
の
理
解
を

難
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。 

 

直
接
の
原
因
を
探
る
た
め
に
は
義
教
将
軍
弑
逆
以
降
の
義
政
将
軍
（
家
督
）
の
時
（
嘉
吉
３
年
１
４
４

３
）
よ
り
応
仁
の
乱
勃
発
（
応
仁
元
年
５
月
２
６
日
１
４
６
７
）
ま
で
の
２
４
年
間
に
起
き
た
数
々
の
事

件
、
騒
動
を
時
系
列
的
に
整
理
す
る
中
で
原
因
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。 

こ
の
時
期
、
政
局
に
は
多
く
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、
政
権
を
主
導
す
る
又
は
そ
の
実
権
を
掌
握
で
き

る
可
能
性
の
あ
る
「
政
局
の
要

か
な
め

の
人
物
」
は
当
時
、
細
川
持
之
（
管
領
）、
畠
山
持
国
（
管
領
）
、
細
川
勝 

元
（
持
之
の
息
子
、
管
領
）、
足
利
義
政
（
八
代
将
軍
）、
山
名
持
豊
（
宗
全
）（
有
力
守
護
）
の
五
人
で
あ

る
。 五

人
は
義
教
没
後
同
じ
時
期
で
の
政
局
で
の
対
抗
馬
で
は
な
い
が
、「
政
局
の
要
の
人
物
」
で
あ
る
。 

彼
ら
は
、
「
実
権
」
の
掌
握
を
目
指
す
こ
と
に
無
理
な
、
又
は
し
よ
う
と
し
な
い
人
物
と
切
り
は
な
し
て
考 

え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

大
内
政
弘
は
政
局
・
政
争
・
乱
中
で
重
要
人
物
で
は
あ
る
が
、
こ
の
人
物
が
「
政
局
の
要
の
人
物
」
の 

一
人
と
な
る
の
は
応
仁
の
乱
中
、
乱
後
で
あ
る
。 

斯
波
家
家
督
騒
動
の
義
敏
・
義
廉
や
畠
山
家
家
督
騒
動
の
政
長
・
義
就
は
政
局
で
重
要
な
人
物
に
見
え 

る
時
も
あ
る
が
、
前
記
の
要
の
人
物
達
の
「
政
局
の
材
料
、
道
具
又
は
駒
」
と
の
位
置
づ
け
と
す
る
こ
と 

が
妥
当
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
富
樫
家
家
督
騒
動
や
赤
松
家
再
興
騒
動
も
政
局
の
材
料
に
さ
れ
た
の
で
あ 

る
。 こ

の
「
材
料
」
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
督
騒
動
を
政
局
の
材
料
、
道
具
、
駒
と
し
て
「
政
局
の
要 

の
人
物
」
が
自
分
の
勢
力
の
拡
大
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

言
い
換
え
れ
ば
実
権
掌
握
を
め
ざ
し
て
政
治
勢
力
の
拡
大
の
た
め
に
、
彼
等
は
家
督
騒
動
に
乗
じ
て 

騒
動
の
各
家
を
自
分
の
傘
下
に
組
み
入
れ
る
工
作
を
な
し
、
騒
動
の
家
の
片
方
を
自
分
の
道
具
と
し
て
使

用
す
る
政
局
の
図
式
で
あ
る
。 

更
に
義
政
の
弟
の
義
視
は
一
見
義
政
の
「
政
権
」
そ
の
も
の
を
ね
ら
う
対
抗
馬
と
見
え
る
が
、
政
局
の

中
で
「
政
局
の
要
の
人
物
」
と
対
等
の
力
な
く
、
要
の
人
物
に
寄
り
そ
っ
て
将
軍
候
補
の
地
位
を
維
持
で

き
る
立
場
に
あ
り
、
や
は
り
政
局
の
材
料
で
あ
り
、
彼
等
の
玉
（
大
事
な
道
具
・
駒
）
に
さ
れ
た
と
考
え

る
方
が
理
解
し
や
す
い
。 

義
政
将
軍
自
立
後
の
側
近
で
あ
る
伊
勢
貞
親
や
季
瓊
真
蘂
を
右
記
の
「
政
局
の
要
の
人
物
」
又
は
横
並

び
の
立
場
に
あ
る
人
物
と
と
ら
え
て
は
な
ら
な
い
。
彼
等
は
義
政
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
て
そ
の
時
の
義
政

の
考
え
方
の
外
に
は
立
て
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
時
代
武
力
を
背
景
に
し
な
い
者
は
政
治
勢
力
た
り
え
な
い
。
貞
親
や
真
蘂
の
発
言
力
は
「
足
利
家 

政
権
」
下
の
義
政
将
軍
の
政
治
勢
力
・
政
治
主
導
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
義
政
に
力
な
く
な
れ
ば
自
動
的
に
そ
の
影
響
力
は
消
滅
し
て
い
く
。 
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「
政
権
」
の
身
内
の
勢
力
で
は
天
皇
家
の
舅
の
立
場
で
「
実
権
」
を
持
っ
た
藤
原
氏
や
鎌
倉
幕
府
で
の 

北
条
政
子
の
例
も
あ
る
が
、
義
政
将
軍
の
実
母
で
あ
る
日
野
重
子
の
場
合
は
義
政
の
幼
少
の
頃
の
一
時
の 

こ
と
で
全
て
を
取
り
仕
切
る
権
力
は
持
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
実
家
の
日
野
氏
は
武
家
の
「
政
権
下
」 

で
の
公
家
で
あ
り
軍
事
力
も
な
い
。 

従
っ
て
日
野
重
子
及
び
実
家
の
日
野
勝
光
は
政
局
で
一
定
の
活
動
は
す
る
が
「
政
局
の
要
の
人
物
」
で 

な
い
。「
政
局
の
要
の
人
物
」
達
が
だ
れ
も
「
実
権
」
を
掌
握
で
き
な
い
混
沌
と
し
た
政
局
で
一
定
の
力
を 

持
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
右
記
五
人
（
細
川
持
之
・
畠
山
持
国
・
細
川
勝
元
・
足
利
義
政
・
山
名
持
豊
）
の
よ 

う
な
「
政
局
の
要
の
人
物
」
と
み
な
さ
れ
な
い
。 

義
政
将
軍
の
乳
母
と
も
妾
と
も
言
わ
れ
る
今
参
局
も
同
様
で
実
家
の
大
館
氏
の
力
が
守
護
大
名
に
及
ば 

な
い
勢
力
で
は
政
局
へ
の
影
響
力
を
大
き
く
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
混
沌
と
し
た
政
局
の
中
で
一
時
的

に
発
言
力
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
。 

次
に
義
教
の
弑
逆
後
２
６
年
間
の
政
局
の
流
れ
を
次
の
よ
う
に
概
括
し
応
仁
の
乱
へ
の
道
程
を
見
る
。 

嘉
吉
元
年
（
１
４
４
１
）
６
月
に
義
教
将
軍
が
弑
逆
さ
れ
た
後
も
管
領
細
川
持
之
は
何
と
か
「
実
権
」
を 

行
使
し
て
事
態
収
拾
を
計
り
、
義
教
に
排
撃
さ
れ
て
い
た
畠
山
持
国
を
復
帰
さ
せ
、
赤
松
満
祐
討
伐
の
為

に
守
護
勢
力
の
糾
合
に
成
功
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
嘉
吉
２
年
６
月
に
病
気
の
為
、
畠
山
持
国
に
管
領
を
交
替
し
た
（
同
年
８
月
没
）
。
こ
の 

嘉
吉
２
年
６
月
の
第
一
次
持
国
管
領
期
か
ら
第
一
次
細
川
勝
元
管
領
期
、
第
二
次
持
国
管
領
期
そ
し
て 

第
二
次
勝
元
管
領
期
の
享
徳
２
年
（
１
４
５
３
）
の
１
２
年
間
は
、
持
国
と
勝
元
（
第
一
次
勝
元
管
領
期 

は
一
族
の
持
賢
、
持
常
、
成
之
が
支
え
る
）
が
「
実
権
争
奪
」
な
り
、
両
者
は
協
調
で
き
な
い
。
勝
元
は 

有
力
守
護
で
あ
る
山
名
持
豊
（
宗
全
）
と
提
携
し
て
持
国
に
対
抗
す
る
。
義
政
将
軍
は
未
だ
自
立
し
て
い 

な
い
時
期
で
、
両
者
の
い
さ
か
い
に
よ
り
、
日
野
重
子
（
義
政
の
母
親
）
や
側
近
の
今
参
局
等
が
政
治
的 

発
言
を
持
つ
時
期
で
あ
る
。 

第
二
次
勝
元
管
領
期
の
享
徳
３
年
（
１
４
５
４
）
１
１
月
の
山
名
持
豊
へ
の
制
裁
や
、
同
年
１
２
月
に 

畠
山
家
督
を
義
就
に
裁
定
す
る
頃
に
は
義
政
将
軍
が
自
立
し
、
政
治
主
導
を
発
揮
し
始
め
た
事
が
わ
か
る
。 

畠
山
家
（
持
国
）
は
自
家
の
家
督
騒
動
で
勢
力
を
な
く
し
、
以
降
こ
の
騒
動
は
義
政
将
軍
、
勝
元
、
持
豊 

の
政
局
の
材
料
、
道
具
に
さ
れ
て
い
く
。 

細
川
勝
元
と
山
名
持
豊
は
、
義
政
将
軍
の
主
導
が
強
く
な
る
中
で
、
対
抗
相
手
を
畠
山
持
国
か
ら
義
政 

将
軍
に
変
え
て
引
き
続
き
提
携
し
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
寛
正
６
年
（
１
４
６
５
）
当
た
り
で
は
持
豊

は
内
々
で
反
勝
元
派
の
畠
山
義
就
と
提
携
し
、
更
に
義
政
将
軍
か
ら
排
撃
さ
れ
て
い
る
斯
波
義
廉
と
提
携

し
て
ゆ
く
。
又
、
勝
元
と
の
関
係
悪
化
の
大
内
氏
と
も
提
携
を
強
化
す
る
。 

文
正
元
年
（
１
４
６
６
）
に
入
り
、
斯
波
義
敏
復
帰
騒
動
や
義
政
将
軍
の
養
子
で
後
継
予
定
の
義
視
誅 

戮
未
遂
の
文
正
の
政
変
で
は
義
政
将
軍
に
対
し
て
は
勝
元
・
持
豊
連
合
で
の
対
抗
と
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
文
正
の
政
変
後
義
政
将
軍
の
勢
力
が
大
き
く
衰
退
の
中
で
、
政
局
は
山
名
持
豊
の
主
導
と
な
っ
た
。
持

豊
の
画
策
で
畠
山
義
就
上
洛
、
赦
免
と
な
り
、
畠
山
家
は
勝
元
派
の
政
長
と
持
豊
派
の
義
就
と
が
京
都
で

武
力
衝
突
と
な
る
。
こ
れ
が
上
御
霊
社
の
戦
い
（
文
正
２
年
・
応
仁
元
年
１
月
１
８
日
１
４
６
７
）
あ
る
。

こ
れ
は
細
川
勝
元
と
山
名
持
豊
の
代
理
戦
争
と
い
え
る
。
準
備
の
整
っ
た
義
就
が
勝
利
し
、
政
局
の
「
実
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権
」
は
山
名
持
豊
掌
握
と
な
っ
た
。 

細
川
勝
元
は
、
後
は
全
面
的
武
力
闘
争
で
勝
利
す
る
以
外
政
治
勢
力
を
挽
回
し
、「
実
権
奪
取
」
す
る
事 

は
無
理
と
判
断
し
自
派
を
結
集
し
、
全
面
的
戦
闘
行
為
に
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
応
仁
元
年
（
１
４
６

７
）
５
月
２
６
日
開
戦
の
応
仁
の
乱
で
あ
る
。 

 

総
括
す
れ
ば
、
応
仁
の
乱
の
原
因
は
室
町
幕
府
足
利
家
の
「
政
権
」
の
性
質
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
政
権
」 

の
運
営
に
あ
る
。
即
ち
時
代
を
通
し
て
足
利
将
軍
（
政
権
）
と
管
領
、
守
護
と
の
「
実
権
争
奪
」
に
あ
る
。 

主
導
権
争
い
と
言
い
換
え
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。 

更
に
突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
乱
の
原
因
は
義
政
将
軍
以
前
か
ら
存
在
す
る
将
軍
、
管
領
と
有
力
守
護
の 

「
実
権
争
奪
」
の
政
局
が
、
義
政
将
軍
時
代
に
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
室
町
幕
府
の
崩
壊
過
程
が
始
ま
り
、
戦
国
時
代
の
到
来
と
な
る
の
で
あ
る
。 

以
上 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


